



















































































































































































































































筒井 は「 は の手法によって日本の信用
組合の効率性を推定している。そして，民族系の信用組合の効率性が高いこ
とを報告している。宮村 は 1997 年の信用金庫の業務費用に世襲と長
期在職が影響を与えるかどうかを調べ，世襲については，有意度は低いが，
影響の可能性が否定できないとしている。」と整理した。
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10) 堀江 に関する記述は，村本 に拠る。
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北海道 21.29％ 20.22％ 20.22％
東北 20.31％ 17.20％ 19.21％
関東（東京除く) 23.41％ 19.75％ 21.71％
東京 24.68％ 19.50％ 22.42％
中部 22.23％ 16.77％ 20.50％
近畿 23.35％ 17.63％ 19.93％
中国 20.93％ 18.39％ 20.86％
四国 20.78％ 15.90％ 15.90％













大きいことである。ただし，四国には信用組合が 3 つしかない（香川に 1






















する信金が多い（上位 20 金庫の平均預金額は 2.4 兆円，同貸出額は 1.3 兆円，
15) 第一勧業信用組合，塩沢信用組合など。

















1 30.30 多摩 ⑤ 28,406 10,826 38.1％ 2,254 83 27.2 〇 〇
2 30.14 城南 ② 36,609 21,479 58.7％ 2,135 86 24.8 〇 〇
3 29.82 京都中央 ① 46,710 26,627 57.0％ 2,503 129 19.4 〇 〇
4 29.04 埼玉県 ④ 28,287 17,229 60.9％ 1,740 96 18.1 〇
5 29.03 城北 ⑩ 24,645 12,109 49.1％ 1,971 95 20.7 〇
6 28.92 岡崎 ③ 31,025 15,854 51.1％ 1,926 99 19.5 〇
7 28.56 京都 ⑧ 25,549 16,567 64.8％ 1,659 92 18.0 〇 〇
8 28.36 東京東 ⑰ 18,300 10,036 54.8％ 1,373 75 18.3 〇 〇
9 28.28 尼崎 ⑦ 26,024 12,750 49.0％ 1,359 93 14.6 〇
10 28.17 水戸 34 11,176 4,516 40.4％ 1,040 66 15.8
11 28.04 朝日 ⑳ 17,616 10,273 58.3％ 1,394 66 21.1 〇
12 27.97 岐阜 ⑫ 23,103 13,014 56.3％ 1,620 89 18.2 〇
13 27.70 横浜 ⑱ 17,887 10,074 56.3％ 1,272 61 20.9 〇
14 27.52 浜松磐田 ⑪ 24,271 12,559 51.7％ 1,725 77 22.4 〇 〇
15 27.33 川崎 ⑯ 19,705 11,521 58.5％ 1,331 42 31.7 〇 〇
16 27.21 大阪 ⑥ 28,249 14,277 50.5％ 1,352 74 18.3 〇 〇
27.21 広島 ㉔ 14,109 9,484 67.2％ 949 75 12.7 〇
18 26.63 碧海 ⑭ 20,736 10,309 49.7％ 1,290 58 22.2
19 26.98 瀬戸 ⑬ 21,010 9,766 46.5％ 1,281 72 17.8 〇
26.98 西武 ⑮ 20,189 15,570 77.1％ 1,230 76 16.2 〇 〇
平均 24,180 13,242 54.8％ 1,570 80 19.9
(表 1）信用金庫の非効率の程度のランキング
*) 金庫名の①～34は，信金業界での預金額順位。
**) 但陽＝ 25.53％(以下同じ)(地)，亀有＝ 24.04(地)，足立成和＝ 23.85，かながわ＝ 25.29
(社)，稚内＝ 23.59(社)，帯広＝ 25.37(地-社)，枚方＝ 22.25(地)，しののめ＝ 25.19
(地)は地方創生大臣顕彰，(社)は信金社会貢献賞






















1 11.92 石動（富山) 523 221 42.3％ 43 4 10.8
2 15.67 津（三重) 1,028 154 15.0％ 38 6 6.3
3 16.27 川之江（愛媛) 820 377 46.0％ 64 6 10.7
4 16.33 砺波（富山) 805 411 51.1％ 76 9 8.4
5 16.58 紀北（三重) 872 200 22.9％ 77 8 9.6
6 16.78 伊万里（佐賀) 805 526 65.3％ 101 11 9.2
7 16.91 田川（福岡) 650 294 45.2％ 79 9 8.8
8 16.93 延岡（宮崎) 649 315 48.5％ 79 9 8.8
9 17.03 北空知（北海道) 1,248 606 48.6％ 87 13 6.7
10 17.13 日田（大分) 412 230 55.8％ 60 9 6.7
11 17.41 備北（岡山) 1,159 495 42.7％ 91 10 9.1
12 17.44 花巻（岩手) 885 389 44.0％ 96 9 10.7
13 17.48 唐津（佐賀) 879 481 54.7％ 102 8 12.8
14 17.49 倉吉（鳥取) 779 406 52.1％ 81 11 7.4
15 17.65 氷見伏木（富山) 845 235 27.8％ 74 7 10.6
17.65 村上（新潟) 830 366 44.1％ 96 7 13.7
17 17.77 広島みどり（広島) 919 338 36.8％ 83 9 9.2
18 17.80 東予（愛媛) 1,018 467 45.9％ 90 10 9.0
19 17.88 宮古（岩手) 691 300 43.4％ 73 6 12.2
20 17.97 新発田（新潟) 1,610 442 27.5％ 92 81 1.5





上位 20 金庫の平均預金額は 871 億円，同貸出額は 363 億円，同預貸率は





















1 33.48 茨城県 ② 11,998 5,016 41.8％ 1,233 85 14.5
2 31.49 長野県 ③ 9,242 2,992 32.4％ 712 52 13.7
3 30.58 近畿産業 ① 13,455 9,119 67.8％ 845 33 25.6
4 29.55 のぞみ(大阪府) ㉕ 2,280 1,443 63.3％ 244 16 15.3
5 28.83 山梨県民 ⑭ 3,864 2,179 56.4％ 626 45 13.9
6 28.77 大東京 ⑥ 5,921 3,147 53.1％ 626 45 13.9
7 28.27 広島市 ⑤ 6,787 5,845 86.1％ 432 35 12.3
8 28.13 新潟県 ⑬ 4,063 1,601 39.4％ 406 44 9.2
9 27.18 大分県 ⑪ 4,227 2,205 52.2％ 435 37 11.8
10 26.30 群馬県 ㉖ 2,187 825 37.7％ 224 22 10.2
11 26.10 銚子商工 ⑳ 2,660 1,218 45.8％ 284 22 12.9
12 26.01 第一勧業 ⑮ 3,277 2,603 79.4％ 394 26 15.2
平均 5,830 3,183 54.6％ 538 39 14.0
(表 3）信用組合の非効率の程度のランキング
*) 信組名の横の①～㉖は信組業界での預金額順位。
**) 飛騨＝ 24.64％(以下同じ)(地)，秋田県＝ 20.76(地)，糸魚川＝ 18.82(地)，塩沢＝ 14.80
(地)，いわき＝ 23.77(地) (地)は（表 1）の注と同じ。
同貸出額 4,143 億円，同役職員数 538 名，同店舗数 39），地域銀行や信金とは異
なる経営行動を行なっているものと考えられる。信用金庫同様，規模の相
対的に大きな信組で非効率の程度が大きいことが特色である（信組の平均
預金額は約 1,450 億円で，地域信組では平均約 1,860 億円）。これは，規模の大
きい信組が東京・関東圏や近畿圏・中国圏に分布していることと整合的で
ある（大東京（同 5,921 億円），第一勧業（3,277 億），茨城県（同 1兆 1,998 億），



















1 2.69 愛知県医療（業) 1 5 98 12 12.2％
2 5.31 群馬県医師（業) 1 5 221 58 26.2％
3 5.75 新潟鉄道（職) 1 8 75 30 40.0％
4 5.97 三重県職員（職) 1 11 161 46 28.6％
5 6.15 福井県医師（業) 1 8 186 16 8.6％
6 7.24 和歌山県医師（業) 1 11 232 62 26.7％
7 7.38 福江 2 18 137 99 72.3％
8 7.67 名古屋青果物（業) 2 14 87 21 24.1％
9 7.77 杜陵（職) 1 15 182 91 50.0％
10 7.92 富山県医師（業) 1 7 349 62 17.8％
11 8.00 石川県医師（業) 1 11 336 57 17.0％
12 8.65 滋賀県民（職) 6 33 286 126 44.1％
13 8.68 中央〔大阪府] 2 15 82 25 30.5％
14 9.38 毎日（職) 3 15 135 32 23.7％
15 9.66 宮崎南部 3 22 89 54 60.7％
16 10.88 横浜華銀 1 16 121 118 97.5％
17 11.51 静岡県医師（業) 1 12 619 193 31.2％
18 12.86 東京証券（業) 1 22 817 151 18.5％
19 13.05 愛知県警察（職) 1 25 493 326 66.1％
20 13.90 愛知県医師（業) 1 22 773 160 20.7％
平均 1.6 15 274 87 35.8％
(表 4）非効率の程度の低い信組のランキング
（注）組合名の右の（業）は業域信組，（職）は職域信組を示す。その他は地域信組。
一瞥して明らかなように，上位 20 の信組の内，地域信組は 4 組合に過ぎ
ず，業域は 10 組合，職域は 6 組合である（上位 20 組合の平均預金額 274 億
円，同貸出額 87 億円，同預貸率 35.8％，平均役職員数 15 名，平均店舗数 1.6）。
業域組合は医療関係が多いことから，本店のみで，職員も数名のところも
多く，効率的な経営を行なっているものと思われる（業域・職域の平均預金
額 316 億円，同貸出額 91 億円，同預貸率 28.5％，同役職員数 14 名，同平均店舗
数 1.5）。
地域信組の 4 組合はいずれも規模が小さく（平均預金額 107 億円，同貸出
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